
 

令和 2 年度 公益財団法人 JKA 補助事業  

「公設工業試験研究所等における機械設備拡充補助事業」による 

機器導入の自己評価結果 

 

■導入機器名： ガスクロマトグラフ質量分析計 

 

■導入機器の概要： ガスクロマトグラフ質量分析計は、気体揮発性の試料に含まれる

化学物質を分析し、その種類や量を調べる装置でプラスチックや

ゴムなどの不揮発性物質についても分析可能な熱分解注入装置を

備えた機器 

 

■導入機器の活用： 函館地域をはじめとする道内の各製造業と卸売、小売業から相談さ

れる混入異物、異臭、法令規制成分、環境汚染有機化合物等の詳し

い化学成分分析が可能になるので、地域の製造業等の信頼性や安全

性の向上、維持に貢献できる。 

 

 

 

 



■導入機器の周知・活用 

 (1)北海道立工業技術センターなどのホームページ及び当財団のメールマガジンにて、

機器導入を周知した 

① 北海道立工業技術センターホームページ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 函館地域産業振興財団メルマガ 

 

 

 

 

 

 



③ 令和 3 年３月号 HITEC ニュース 

 

  



(2)北海道立工業技術センター業務報告 

（令和２年度 1,000 部発行、ホームページでも公開）導入周知 

 

 

 

 

 
 

 



(3)技術セミナーによる技術普及 

 北海道立工業技術センターの産業技術研修セミナーを開催して、導入機器の技術説

明や活用方法の説明を行った。 

 

令和 3 年２月 25 日 令和３年３月９日センター研修室及び機器分析室で開催 

 

 

 

■補助事業の自己評価結果 

 本事業による導入機器は、各種材料、素材の分析能力が向上し、道内製造業におけ

る製品の品質検査能力、新製品の開発や製造物責任に対する姿勢が改善され、さらに 

より安全、安心の獲得が担保され信頼性の向上にも寄与できる。 

 北海道立工業技術センターの研究開発業務を効率的に実施するために重要な機器を

行う事が出来、地域産業の振興と、それに伴う経済活性化への貢献が可能となった。 

 

【総合評価点】4 

（参考）2020 年度 JKA 補助事業「自己評価スコアリングガイド」 

 5 全体として極めて高いレベルの事業であった。 

4 全体として比較的高いレベルの事業であった。 

3 一部に不十分な水準の内容があり、今後の課題となるが、全体とし

てはほぼ問題のないレベルの事業であった。 

2 全体として不十分なレベルの事業であり、いくつもの課題が残っ

た。 

1 全体として極めて不十分なレベルの事業であり、根本的な見直しが

必要である。 

 

 

 

 

 


